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電氣遍信機器の葵化

高 木 昇

　電氣通信機器はきわめて多種多嫌であつて．それぞれ

について解説すろのは訟りに繁雑となる．こSでは主と

して無線邊信機ならびに受信機に限り・こオしに二三のも

のを附加すうに止める・

　無線蓬信機および受信機は年毎に増大する通信の輻藤

通達距離の延長等のきびしい要求のために，初期におい

てはこれ等邊受信機の設計目標は唯電氣的性能の向t，｝：

あつた．したがつて邊信機では途信電力を向上すろため

に機器の大きさは危大になり，受信機では感度その他の

向上のために外形が複雑化し，調整個所も多く取扱いが

不便となつた．家いで眞室管，廼氣部品の品質性能の絶

えざ夏進歩褒展にともなつて，途受信機の電氣的性能の

向上にも齢裕を生じ，邊受信機の運管保守者にとつてそ

の取扱保守に便利なように設計が進められる傾『r1になつ

た．そのために機器の寸法も小Mlこなり．調整個所樋

動機構を用いて極力少くし，また保守黙餓に便利な機梼

となつてきた．

　この邊の段階が職前における日本の現状であつたが，

電氣的ならびに機械的設計に幾分の餓裕を生じた今日に

おいては當然次の段階である機器の美化に設計の方向が

赴くのは自然であろ5．この融に關しては外國特に米，

濁では古くから實行されてtJるところであり，機器の美

化は當然保守者に快感を與え・その配置取付・照明等に

も十分留意して保守者が快適に勤務できるよ5細い配慮

が錦われている，

　以下に轍例を掲げるが，外國製品としては主として米

國RCA耐二のものを借用した．

　第ユ圓は短波受信機（國際電氣通信株式會肚製）の外

観を示すものであるが，（a）圖は昭和12年型，（b）晒

は昭和16年改良型（現在もこの型を探用中）である・

爾者ともに同一性能のものであるが，後者は前者に比し

格段に寸法も小になり，取扱いも便利である・多量製謹

を目標とした設計のため美化の鐵では未だ十分とはいえ

ない．しかし受信機のよ5に保守者が調整する個折が多

　く，またその回敷の激しい機器においては外観を簡素化

して美化することは困難である．最近翰入されたこの種

米國製品では（b）圖に比し正面パネルに現われていろ調

整部分の敏は減少しているものの，（b）圖と同程度で，
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ある．ただし調整部分の形の美化，塗装仕上の鮎等では

未だ學ぶべき職は多々ある・

　第2岡は邊信機の各種外観を法す　（a）団は國際覇

通信會吐の5kW　FS短波選信機の外額で，正面パネル

上にば二波長手動竃換器の他に若干の調整部が現われて

いる．元來邊信機織受信機に比し度々調整し直す必要は

なく，またその性質上溝威も簡軍なの◎正面パネルも

受信機に比すればきわめて簡素である．さらに最近の傾

向としては化粧バネルを正面に付けて外露を美化し，T
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第1圖（a）　大型で各種のメーター類が繁雑にならん

　　　　でいる國際電氣昭和12年型短波受信機

第ユ固〔b〕型副型となり・一・・一の配列は整然と

　　　　した｝ヒ1：生硬な感じはぬけてない國際電氣昭和

　　　　ユ6：ff改良型短波受信機



第2巻　　第10號

切の調整部はその申｝こ牧めるのが流行している．（b）囲

は同じく騨際躍氣通信會砒の放邊用受信機を，（c），（d）

圃はRCA會杜の邊信機を示すもので，外観の簡素化の

傾向がうかがわれる．

第2圖（a）機能的なまとまりを見せているが圃形態的

な紐一がない國際電氣通信會肚製5kW　FS短波迭信機

第2圖〔b） 形態的なまとまりをもつている國際

電氣通信祉製500W放邊用邊信器
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　第3圖　建築と

沁の調和を考えて
　統一さわた簡素

　な意匠を採用し

　た10キロ放逸
　用逸信機．
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　さらに口結8頁，に示す窩眞は，搬…信機以外の小型

機器について，最近の美化された外親を敷種参考のため

掲げたものてある．

第2圓（c）
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（b）よりさらに統一簡素されている

　　RCA製1kW短波逞信機

第2圖（d）　完全に家具化した外形をもつ

　　　　　　RCA製ユkW放途用逞信機
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